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税
金
は
会
費
の
よ
う
な
も
の

　

私
た
ち
が
普
段
納
め
て
い
る
税
金
。
こ
の

税
金
は
、
私
た
ち
が
安
心
・
安
全
な
生
活
を

送
る
た
め
に
、
社
会
保
障
、
福
祉
、
医
療
、

教
育
、
警
察
、
消
防
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
税
金
は
共

同
で
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の
会
費
の
よ
う

な
も
の
で
、
そ
の
会
費
を
み
ん
な
で
公
平
に

負
担
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

国
民
の
義
務
と
し
て
、
憲
法
第
30
条
に
「
納

税
の
義
務
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

税
金
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
私
た
ち
の
身

の
回
り
に
は
、
所
得
税
や
消
費
税
、
市
・
県

民
税
な
ど
約
50
種
類
の
税
金
が
あ
り
ま
す
。

納
め
ら
れ
た
税
金
は
、
国
、
県
、
市
の
予
算

に
組
み
込
ま
れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
よ
り

良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

税
金
は
そ
れ
ぞ
れ
納
め
る
方
法
や
課
税
対

象
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
大
き
な

分
け
方
と
し
て
は
、
国
に
納
め
る
「
国
税
」

と
地
方
公
共
団
体
に
納
め
る
「
地
方
税
」（
都

道
府
県
税
と
市
町
村
税
）
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
納
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
と
実
際
に
納
税
す
る
人
が
同
じ
「
直
接

税
」、
納
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
か
ら

商
店
な
ど
が
い
っ
た
ん
預
か
る
よ
う
な
形
に

な
っ
て
、
最
終
的
に
商
店
な
ど
が
納
税
す

る
「
間
接
税
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

決
め
ら
れ
た
目
的
の
み
に
活
用
さ
れ
る
「
目

的
税
」
も
あ
り
ま
す
。（
表
参
照
）

負
担
は
だ
れ
も
が
公
平
に

　

税
金
は
、
支
払
能
力
（
担
税
力
）
に
応
じ

て
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
そ
こ
で
、

所
得
税
な
ど
で
は
、
所
得
の
多
い
人
ほ
ど
税

率
が
高
く
な
る
「
累
進
課
税
」
と
い
う
方
法

で
計
算
さ
れ
ま
す
。
こ
の
累
進
課
税
に
は
、

所
得
の
多
い
人
に
は
大
き
い
負
担
を
、
所
得

の
少
な
い
人
に
は
小
さ
い
負
担
を
し
て
も
ら

う
こ
と
で
税
金
を
納
め
た
後
の
所
得
差
を
小

さ
く
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
法
に

よ
っ
て
、
皆
さ
ん
が
公
平
な
負
担
に
な
る
よ

う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
税
の
使
い
道

　

私
た
ち
が
納
め
て
い
る
市
税
は
、
市
民
1

人
当
た
り
に
約
9
万
３
９
６
３
円
使
わ
れ

て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
参
照
）
こ
れ
に
対
し
、

市
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
は
、
市

民
1
人
当
た
り
約
67
万
２
０
５
０
円
で
す
。

約
14
％
が
市
税
で
賄
わ
れ
る
計
算
に
な
り
ま

す
。
※
1
人
当
た
り
の
金
額
は
、
平
成
29
年

度
市
税
当
初
予
算
額
と
一
般
会
計
当
初
予
算

を
、
人
口
2
万
３
１
１
人
（
平
成
29
年
3
月

1
日
現
在
）
で
割
っ
て
算
出
。

直接税 間接税 目的税

国税 所得税、法人税、相続税、贈与税など 消費税、酒税、たばこ税、関税など 揮発油税など

地
方
税

道府県税 道府県民税、事業税、自動車税など 地方消費税、道府県たばこ税、ゴルフ場
利用税など 狩猟税、自動車取得税など

市町村税 市町村民税、固定資産税、軽自動車税な
ど 市町村たばこ税、入湯税など 入湯税、国民健康保険税など

（表）税金の種類

（グラフ）市民1人当たりの市税93,963円の使い道

民生費……福祉サービスの提供など
総務費……市民協働や市有財産の管理など
土木費……道路・橋の建設など
衛生費……保健・医療や環境対策
消防費……消防・防災対策
教育費……教育の充実
農林水産業費……農林業の振興など
公債費……借入金の返済
商工費……観光の振興・企業誘致など
その他……議会費、災害復旧費、予備費、労働費

民生費
30,538円

（32.5%）

総務費
16,256円

（17.3%）
土木費

10,054円
（10.7%）

衛生費
7,799円

（8.3%）

消防費
7,611円

（8.1%）

教育費
6,108円

（6.5%）

農林水産業費　5,732円（6.1%）

その他　2,160円（2.3%）
商工費　2,631円（2.8%）

公債費　5,074円（5.4%）

私たちのくらしを支えている税金。納めている税金が何に使われているか知っていますか？
今回は、税金にはどんな種類があって、どのように使われているのか、税金を納めなかった
場合、どんなことが起こるのかについて紹介します。

※道府県民税と市町村民税の総称を「住民税」といいます。
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滞
納
処
分
を
強
化

　

平
成
28
年
度
の
市
税
の
収
納
率
は
、
98
・

87
％
（
現
年
度
課
税
分
）
で
し
た
。
国
民
健

康
保
険
税
の
収
納
率
は
、
95
・
34
％
（
現
年

度
課
税
分
）
で
し
た
。

　

税
の
滞
納
は
、
単
に
そ
の
滞
納
額
が
市
の

財
源
か
ら
失
わ
れ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

滞
納
が
発
生
す
る
と
、
貴
重
な
税
金
を
、
督

促
状
の
送
付
な
ど
の
本
来
使
わ
な
く
て
よ
い

経
費
に
使
う
こ
と
に
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
不
利
益
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
法
律
に
従
っ
て
自
分

が
払
う
べ
き
税
金
に
つ
い
て
理
解
し
、
納
期

内
に
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
多
く
の
人
と
の

公
平
性
が
、
滞
納
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
収
入
や
財
産
が
あ
り

な
が
ら
市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
し

な
い
滞
納
者
に
対
し
て
、
滞
納
額
の
大
小
に

か
か
わ
ら
ず
、
滞
納
処
分
（
差
押
え
等
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
預
貯
金
・
給
与
の
差
押
え
の
ほ

か
、
捜
索
で
動
産
（
家
財
等
）
の
差
押
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。
差
し
押
さ
え
た
動
産
等
は

公
売
を
行
い
、
公
売
で
得
た
売
却
代
金
を
滞

納
税
へ
充
て
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
県
・
小
林
市
・
高
原
町
・
え
び

の
市
で
相
互
併
任
協
定
を
結
び
、
合
同
で
滞

納
処
分
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
新
た
な
試
み

と
し
て
、
小
林
市
で
県
・
小
林
市
・
高
原
町
・

え
び
の
市
合
同
の
「
に
し
も
ろ
公
売
会
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
や
宮
崎
市
で
の
合
同
公
売
会
へ

の
出
品
も
行
い
ま
し
た
。

差
押
え
に
令
状
は
不
要

　

税
を
滞
納
し
た
場
合
、
市
は
法
律
に
従
っ

て
納
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送
し

ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お
、
そ
の
税
が
納
付
さ

れ
な
い
場
合
に
は
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
財
産
（
預
貯
金
、
生
命
保
険
、

不
動
産
、
給
与
、
売
掛
金
、
動
産
な
ど
）
の

調
査
や
差
押
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
こ
の
調
査
は
勤
務
先
や
取
引
先

に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

財
産
の
調
査
や
捜
索
な
ど
は
、
法
律
の
規

定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
た
め
、
裁
判
所
の

令
状
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

滞
納
に
は
延
滞
金

　

税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
か
っ
た
場
合

は
、
本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。

延
滞
金
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の

公
平
を
図
る
た
め
、
必
ず
納
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
延
滞
金
の
割
合
は
、
銀
行
な
ど
の

預
金
金
利
よ
り
は
る
か
に
高
い
率
で
す
。

　

平
成
30
年
の
延
滞
金
の
率
は
、
1
日
当
た

◎滞納処分の流れ

督促状発送

　納期限経過後に「督促状」を送付し
ます。

財産調査

　勤務先・金融機関・生命保険会社・
取り引き先などへ調査を行います。ま
た、自宅等へ財産調査のため、強制的
に捜索を行います。

差押え

　財産（預貯金・生命保険・不動産・給与・
売掛金・動産など）を差し押さえます。

換価・配当

　差し押さえた財産を公売などで売却
して得た代金や、差し押さえた預貯金・
給与を税金に充てます。

納税通知書発送

　納税通知書と納付書（口座振替の場
合は納税通知書のみ）を発送します。

理
解
を
得
る
た
め
に
、
小
・
中
・
高
等
学
校

で
租
税
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
租
税
教

室
で
は
、
税
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
す
る

な
ど
、
税
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
学
習
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
納

期
限
内
で
あ
れ
ば
、
主
要
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
24
時
間
い
つ
で
も
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
市
税
等

の
納
め
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

納
税
に
困
っ
た
ら
相
談
を

　

病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
を
納
期
限

内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
必
ず

納
期
限
内
に
市
税
務
課
収
納
対
策
室
、
ま
た

は
市
健
康
保
険
課
賦
課
徴
収
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
生
活
状
況
の
聞
き
取
り
を
含
め
、

完
納
に
向
け
た
納
付
計
画
に
つ
い
て
の
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
申
し
出
が

事
実
と
異
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
や
、

納
付
計
画
が
守
ら
れ
な
い
な
ど
の
場
合
は
滞

納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
は
、
絶
対
に
そ
の
ま
ま
放

置
せ
ず
、
ま
ず
は
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
税
務
課 

収
納
対
策
室

☎
35
‐
３
７
３
7（
直
通
）

問
市
健
康
保
険
課 

賦
課
徴
収
係

☎
35
‐
３
７
４
３（
直
通
）

納税・滞納処分Ｑ＆Ａ ーこんな話をよく聞きますー

Q

A

差押えの前に電話や自宅訪問はない
のですか？事前にわかれば納めたの
ですが。
税は納期限内に自主的に納付するこ
とが大原則です。滞納処分の前に事
前連絡や自宅訪問等は行いません。
納期限を過ぎたら督促状が送付され
ます。必ずご確認ください。

Q

A

どのような財産が差押えの対象にな
りますか。
預貯金、給与、売掛金、生命保険な
どの債権や、土地や建物といった不
動産、テレビなどの動産、自動車が
差押えの対象となります。差し押さ
えた動産等は、公売によって換価さ
れ、滞納税に充てられます。

1 月 23 日に飯野小学校で 6 年生を対象に租税教室を行いました

やむを得ない場合は放置せずご相談ください

り
8
・
9
％
で
す
。

滞
納
を
な
く
す
取
り
組
み

　

市
税
等
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
市
は

口
座
振
替
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替

は
指
定
金
融
機
関
・
郵
便
局
で
登
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
度
登
録
す
る
と
自
動
で

引
き
落
と
し
が
で
き
る
た
め
、
納
め
忘
れ
の

防
止
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
税
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
が
毎
月
の

給
与
を
従
業
員
に
支
払
う
際
に
、
給
与
か
ら

天
引
き
し
、
ま
と
め
て
納
入
す
る
特
別
徴
収

も
推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
の
ほ
と

ん
ど
の
事
業
所
が
特
別
徴
収
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
租
税
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
・

Q

A

納税をするつもりだったのに差し押
さえられた。たしかに納期限は過ぎ
ているが、あんまりではないか。
仕事や病気の都合でどうしても税を
納期限内に納められない場合は、必
ず納期限内に相談してください。相
談等がなければ、法律により滞納処
分を行います。

Q

A

少額の滞納や、分割納付中でも差押
えをするのですか。
滞納額が少額でも、滞納にかわりは
ありません。同じように滞納処分を
行います。また、分割納付中でも、
納付が履行されないことや、相談内
容と実際の財産等に違いがある場合
は、滞納処分の対象となります。
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市政ニュース

　

軽
自
動
車
税
は
、
原
動
機
付
自

転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車
、

軽
自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車

に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
毎
年

4
月
1
日
現
在
の
所
有
者
が
納
税

義
務
者
と
な
り
ま
す
。
4
月
1
日

に
所
有
者（
使
用
者
）で
あ
れ
ば
、

4
月
2
日
以
降
に
売
却
・
廃
車
し

て
も
、
そ
の
年
度
分
は
納
税
義
務

者
と
な
り
ま
す
。
4
月
2
日
以
降

に
軽
自
動
車
等
を
取
得
し
て
も
、

そ
の
年
度
は
納
税
義
務
者
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

軽
自
動
車
等
を
下
取
り
に
出
し

た
り
、
他
人
に
譲
渡
し
た
場
合
は

名
義
変
更
の
手
続
き
を
、
車
検
切

れ
で
乗
ら
な
く
な
っ
た
り
、
事
故

等
に
よ
り
使
用
不
能
に
な
っ
た
り

し
た
場
合
は
、
登
録
抹
消（
廃
車
）

の
手
続
き
を
3
月
31
日
ま
で
に
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
住
所
が
変

わ
っ
た
人
も
、
車
検
証
等
に
登
録

さ
れ
て
い
る
住
所
の
変
更
を
必
ず

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察

の
届
け
出
と
は
別
に
市
税
務
課
に

も
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
登
録
が

そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
、
実
際
に
使

3
月
31
日
ま
で
に
行
い
ま
し
ょ
う

軽
自
動
車
の
廃
車
・
変
更
等
の
手
続
き

用
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

近
年
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
の
軽

自
動
車
売
買
取
引
等
で
依
頼
し
た

つ
も
り
で
も
、
依
頼
先（
代
行
先
）

が
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た

り
、
遅
れ
た
り
し
て
、
手
続
き
が

4
月
1
日
に
間
に
合
わ
ず
、
課
税

さ
れ
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
名
義

変
更
や
登
録
抹
消（
廃
車
）、
住
所

変
更
の
手
続
き
を
、
自
動
車
販
売

店
な
ど
の
第
三
者
に
依
頼
し
た
場

合
は
、
必
ず
廃
車
・
変
更
等
の
手

続
き
が
完
了
し
た
か
ど
う
か
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

【
平
成
30
年
度
の
口
座
振
替
日
】

　

昨
年
か
ら
軽
自
動
車
税
の
口
座

振
替
は
、
納
期
限
前
に
変
更
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
分

は
5
月
25
日
の
予
定
で
す
。
振
替

日
の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
額
の
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平

成
30
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
は
5
月
上
旬
に
発
送
す
る

予
定
で
す
。

問
市
税
務
課 

市
民
税
係

☎
35
‐
３
７
３
４（
直
通
）

車種 手続き場所 必要なもの

原動機付自転車
（125㏄以下の原付バイク）

小型特殊自動車
（農耕用トラクターなど）

市税務課
☎ 35-1111
または飯野出張所・真幸出張所

使用者の印鑑、ナンバープレート
※名義変更の場合は、前の使用者の印
　鑑も必要です。
※名義変更だけの場合は、ナンバープ
　レートは不要です。

二輪（125㏄超 250㏄以下）
三輪

全国軽自動車協会連合会宮崎事務所
宮崎市大字本郷北方 2729-31

詳しくは、全国軽自動車協会連合会宮
崎事務所（☎ 0985-51-3070）までお
問い合わせください。

四輪乗用（軽乗用車等）
四輪貨物

（軽トラック・軽バン等）

軽自動車検査協会宮崎事務所
宮崎市大字本郷北方 2729-4

詳しくは、軽自動車検査協会宮崎事務
所（☎ 050-3816-1760）までお問い合
わせください。

二輪の小型自動車
（250㏄を超えるもの）

宮崎運輸支局
宮崎市大字本郷北方 2735-3

詳 し く は、 宮 崎 運 輸 支 局（ ☎ 050-
5540-2088）までお問い合わせください。

※軽自動車や二輪の小型自動車の手続きは、お近くの自動車販売店または整備工場等にご相談ください。

小型特殊自動車の中に、農耕作業用車両も該当します。購入または譲
り受けなどした場合は、公道の走行の有無にかかわらず、標識交付の
申請をしてください。

【標識交付の申請に必要なもの】
①使用者の印鑑②車台番号のわかるもの（販売証明書など）
※譲り受けで新規登録する人は、譲り渡しの人の印鑑が必要です。

国
民
健
康
保
険
の
運
営
が
変
わ
り
ま
す

4
月
か
ら
都
道
府
県
と
市
区
町
村
が
協
力

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

国
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、

特
に
財
政
面
で
次
の
よ
う
な
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

①
年
齢
構
成
が
高
く
医
療
費
水
準

が
高
い

　

国
保
は
退
職
後
の
人
も
多
く
含

ま
れ
る
た
め
、
年
齢
構
成
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
ほ
ど
医

療
費
が
高
く
、
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
。

②
所
得
水
準
が
低
く
保
険
税
の
負

担
が
重
い

　

年
齢
構
成
が
高
く
な
る
一
方
、

現
役
世
代
の
被
保
険
者
は
減
少
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
全
体
と

し
て
所
得
水
準
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
所
得
水
準
が
低
く
な
る
こ

と
は
、
保
険
税
の
収
入
減
に
つ
な

が
り
、
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

③
国
保
財
政
が
不
安
定
に
な
っ
て

い
る
小
規
模
な
市
区
町
村
が
多
い

　

国
保
は
市
区
町
村
単
位
の
た
め
、

被
保
険
者
が
少
な
い
と
こ
ろ
も
多

く
、
過
疎
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。
被

保
険
者
の
少
な
い
と
こ
ろ
は
医
療

費
負
担
が
大
き
く
、
安
定
し
た
財

政
運
営
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
、

国
保
制
度
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守

り
続
け
る
た
め
、「
持
続
可
能
な

医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め

の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
が
平
成
27
年
5

月
に
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
現
在
、
市
区
町
村
で
運
営
し

て
い
る
国
保
制
度
を
平
成
30
年
4

月
か
ら
都
道
府
県
も
担
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

■
届
け
出
や
保
険
税
の
納
付

　

財
政
運
営
の
仕
組
み
は
大
き
く

変
わ
り
ま
す
が
、
医
療
の
受
け
方

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
保
険
税
は
こ

れ
ま
で
ど
お
り
市
区
町
村
に
納
め

ま
す
。
ま
た
、
各
種
申
請
や
届
け

出
な
ど
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
区

町
村
の
窓
口
で
で
き
ま
す
。

■
被
保
険
者
証
の
様
式

　

都
道
府
県
も
国
保
の
保
険
者
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
や
限
度
額
適
用
認
定

証
等
の
様
式
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

交
付
済
み
の
も
の
は
、
4
月
以
降

に
新
様
式
に
順
次
切
り
替
わ
り
ま

す
。
そ
れ
ま
で
は
現
在
の
も
の
を

引
き
続
き
使
え
ま
す
。

■
高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当

　

国
保
の
加
入
資
格
の
取
得
・
喪

失
は
都
道
府
県
単
位
に
な
り
ま
す
。

同
じ
都
道
府
県
内
の
他
市
区
町
村

へ
の
転
出
等
で
、
世
帯
の
継
続
性

が
保
た
れ
て
い
る
場
合
は
、
4
月

以
降
の
療
養
で
発
生
し
た
高
額
医

療
費
の
多
数
回
該
当
の
該
当
回
数

は
引
き
継
ぎ
、
通
算
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
該

当
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■
高
額
療
養
費
の
限
度
額

　

同
じ
都
道
府
県
内
の
他
市
区
町

村
に
転
出
し
た
月
は
、
高
額
療
養

費
の
限
度
額
が
異
動
前
と
異
動
後

で
2
分
の
1
ず
つ
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
転
出
し
た
月
の
自

己
負
担
額
が
2
倍
に
な
る
こ
と
が

な
く
な
り
、
該
当
者
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
市
健
康
保
険
課 

医
療
保
険
係

☎
35
‐
３
７
４
２（
直
通
）

都道府県 市区町村

国保運営の中心
・財政運営の責任主体
・市区町村の国保事業費納付金を決定
・市区町村ごとに標準保険税率を算定・公表
・給付に必要な費用は全額を市区町村に交付
・国保の統一的な運営方針を決定

被保険者と直接関係する事務
・資格管理（被保険者証の交付等）
・国保事業費納付金を都道府県に納付
・保険税率の決定・賦課・徴収
・給付の決定・支払い
・健康づくりのための保険事業

■都道府県と市区町村の役割
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講
師
に
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
田
坂
逸い

つ
お朗

氏
が
招

か
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
は
、
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
と
い
う
手
法
を
使
っ

て
い
ま
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
と

は
、
少
人
数
に
分
か
れ
て
、
席
替

え
を
繰
り
返
し
、
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
雰
囲
気
で
自
由
に
対
話
を
行

う
手
法
で
す
。
カ
フ
ェ
で
は
、「
え

び
の
市
の
未
来
、
本
当
の
え
び
の

　

市
で
は
、
1
月
26
・
27
日
に「
え

び
の
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
」を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
対
話
型
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
よ

り
良
い
政
策
形
成
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
、
昨
年
度
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

各
日
程
で
一
般
の
部
を
行
い
、

26
日
に
は
、
飯
野
高
校
生
36
人
を

対
象
と
し
た
カ
フ
ェ
も
行
わ
れ
ま

し
た
。一
般
の
部
の
カ
フ
ェ
に
は
、

2
日
間
合
わ
せ
て
、
市
民
16
人
、

市
職
員
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。ワールドカフェについて説明を行う田坂氏

高校生からさまざまな意見が出されました

カフェスタイルで対話する参加者

対話の後には参加者全員で意見を共有しました

大
阪
で
え
び
の
を
P
R

来
て
！
見
て
！
食
べ
て
！
み
や
ざ
き
県

　

1
月
26
日
か
ら
29
日
に
大
阪
市

天
神
橋
筋
商
店
街
で
「
平
成
29
年

度
来
て
！
見
て
！
食
べ
て
！
み
や

ざ
き
県
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、大
阪
で
宮
崎
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
、
宮
崎
に
来
て
も
ら
お

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
え
び
の
市
、
小
林
市
、

日
南
市
、
串
間
市
、
高
千
穂
町
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
特
産
品
で
あ

る
き
ん
か
ん
た
ま
た
ま
や
焼
酎
の

販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
え

び
の
か
ら
は
、
お
茶
や
蜂
蜜
、
鶏

手
羽
煮
な
ど
を
出
品
し
ま
し
た
。

来
場
者
で
物
産
を
購
入
し
た
人
に

は
、
宮
崎
の
豪
華
賞
品
が
当
た
る

抽
選
会
が
毎
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

エ
コ
バ
ッ
ク
配
布
で
各
自
治
体
の

Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

え
び
の
の
み
な
ほ
が
他
自
治
体
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
一
緒
に
商
店
街
を

歩
い
て
、
道
行
く
人
に
宮
崎
県
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

問
市
観
光
商
工
課 

企
業
誘
致
・

商
工
振
興
室

☎
35
‐
３
７
２
７
（
直
通
）

会場は多くの来場者でにぎわいました

対
話
を
通
し
て
え
び
の
の
未
来
を
語
る

ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ

市
の
未
来
」に
つ
い
て
参
加
者
が

対
話
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

飯
野
高
校
生
か
ら
は
、「
大
型

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
欲
し

い
」「
助
産
院
を
つ
く
っ
た
ら
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
」「
農
業
大
学
を
作

れ
ば
後
継
者
育
成
に
つ
な
が
る

し
、
若
者
に
住
ん
で
も
ら
え
る
」

「
高
校
生
が
寄
り
や
す
い
お
店
が

欲
し
い
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
の
部
で
は
、「
え

び
の
の
こ
と
を
住
ん
で
い
る
人
が

深
く
知
る
こ
と
が
大
切
」「
今
あ
る

長
所（
自
然
・
温
泉
な
ど
）を
も
っ

と
生
か
す
べ
き
」「
た
く
さ
ん
あ
る

空
き
家
を
活
用
し
て
、
人
が
集
ま

る
場
所
を
作
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問
市
企
画
課 

政
策
係

☎
35
‐
３
７
１
２（
直
通
）

差
別
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

人
権
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
in
上
江

　

1
月
21
日
、
上
江
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
人
権
ミ
ニ

フ
ェ
ス
タ
in
上
江
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供

し
、
差
別
の
な
い
明
る
い
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
市
が
主
体
と
な
り
、
関
係
団

体
の
協
力
に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

同
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
上
方
落
語

家
の
桂
ぽ
ん
ぽ
娘こ

氏
を
講
師
に
招

き
、「
地
域
の
中
で
笑
い
合
い
、

助
け
合
い
絆
づ
く
り
」
と
い
う
演

題
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

演
で
は
、
子
育
て
で
苦
労
し
て
い

た
時
に
、
地
域
の
高
齢
者
が
助
け

て
く
れ
た
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
え
び
の
福
祉
作
業
所
に

よ
る
手
話
ソ
ン
グ
と
ス
コ
ッ
プ
三

味
線
、
市
民
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
楽
し
く
歌
う
会
」
に
よ
る
合
唱
、

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
に
関

す
る
ク
イ
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

問
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

☎
35
‐
３
７
１
1
（
課
直
通
）

落語を交えながら体験を語る桂ぽんぽ娘氏
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1
月
12
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で「
新
春
地
域
・
交
通
安
全
の
つ

ど
い
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
つ
ど

い
に
は
、
市
内
の
29
団
体
、
約

１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
で
は
、
え
び
の
警
察
署

員
か
ら
市
内
で
の
事
件
・
事
故
の

現
状
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
、身
近
に
起
き
て
い
る
事
件
・

事
故
を
聞
き
、
改
め
て
気
を
引
き

締
め
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
市
内
か
ら
1
件
で

も
交
通
事
故
を
減
ら
そ
う
と
決
意

を
込
め
た「
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

新春地域交通安全のつどい

交通安全を誓う
　

1
月
17
日
、
小
林
市
文
化
会
館

で
「
平
成
30
年
わ
け
も
ん
の
主
張

西
諸
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
え
び
の
代
表
と
し
て

飯
野
高
校
1
年
生
の
本
坊
渉
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
坊
さ
ん
は
、「
選
挙
権
を
得

た
時
に
、
本
当
に
地
域
や
国
の
た

め
に
活
動
す
る
政
治
家
を
見
極
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

本
坊
さ
ん
は
優
秀
賞
に
選
ば

れ
、
2
月
17
日
に
行
わ
れ
た
県
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。

平成30年わけもんの主張西諸大会

平和で安全な社会にするために

　

1
月
14
日
、
市
内
各
地
で
餅
勧
進
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

餅
勧
進
は
、
厄
年
に
あ
た
る
男
女
が

行
う
厄
払
い
の
行
事
で
、
無
病
息
災
・

家
内
安
全
を
祈
願
す
る
愉
快
な
伝
統
奇

祭
で
す
。厄
払
い
の
男
女
は
仮
装
を
し
、

友
人
や
知
人
の
家
を
回
り
、
音
楽
に
合

南九州最大の買物市
京町二日市

わ
せ
て
家
の
中
で
踊
り
な
が
ら
厄
を
払

い
ま
す
。
訪
問
宅
で
は
、
お
礼
に
焼
酎

な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

　

餅
勧
進
を
行
っ
た
奥
拓
也
さ
ん
は

「
協
力
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
無
事
に
厄
払
い
で
き
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

2
月
3
・
4
日
の
2
日
間
、
京
町
温

泉
駅
前
周
辺
で
「
京
町
二
日
市
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

京
町
温
泉
駅
か
ら
約
2
㎞
が
歩
行
者

天
国
と
な
り
、
特
産
品
や
骨こ

っ
と
う董

、
植
木

な
ど
、
約
４
０
０
店
も
の
露
店
が
並
び

ま
し
た
。
会
場
に
は
、
2
日
間
で
約

無病息災・家内安全を祈願
餅勧進

10
万
人
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
露
店
の
他
に
も
、
え
び
の
市

消
防
団
発
足
50
周
年
記
念
事
業
や
え
び

の
駐
屯
地
装
備
品
等
の
展
示
、
ト
ラ
イ

ア
ル
バ
イ
ク
シ
ョ
ー
や
バ
ナ
ナ
の
た
た

き
売
り
な
ど
も
あ
り
、
来
場
者
は
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

1
月
18
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
飯
野
高
等
学
校
の
「
グ
ロ
ー

カ
ル
学
習
成
果
発
表
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
生
徒
た
ち
が
地
域
に

向
き
合
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
学

習
の
成
果
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
飯
野
高
校
の
主
催
で
行
わ
れ

た
も
の
で
、
今
回
で
3
回
目
と
な

り
ま
す
。

　

発
表
会
で
は
、地
域
貢
献
活
動
、

食
物
・
被
服
・
保
育
・
情
報
の
各

分
野
で
の
研
究
、
地
域
課
題
へ
の

取
り
組
み
の
成
果
な
ど
の
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

グローカル学習成果発表会

成長の証を示す
　

2
月
4
日
、「
第
72
回
南
九
州

駅
伝
競
走
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
駅
伝
は
、
真
幸
地
区
体
育
館

前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
都
城
市
立
美

術
館
前
を
ゴ
ー
ル
と
し
た
7
区
間

61
・
3
㎞
で
行
わ
れ
、
45
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。
え
び
の
市
か

ら
は
、
自
衛
隊
員
を
中
心
に
構
成

さ
れ
た
道
の
駅
え
び
の
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
14
年

ぶ
り
の
出
場
で
す
。
結
果
は
、
3

時
間
40
分
18
秒
で
38
位
で
し
た
。

　

沿
道
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

「
頑
張
れ
」
と
手
を
叩
き
な
が
ら

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

第72回南九州駅伝競走大会

14年ぶりの出場
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（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（田中虎夫さん）☎ 33 ｰ 2959まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

散
り
し
き
る
枯
葉
の
視
線
の
そ
の
先
に

蝋
梅
・
み
つ
ば
春
色
に
映
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
桂
子

　
二
月
の
風
は
ま
だ
寒
い
。し
か
し
空
の
明
る
さ
に
春
を
感
じ
る
。「
光
の
春
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。春
の
最
初
の
ほ
ほ
え
み
は
、
光
沢
と
芳
香
を
放
つ
黄
の
蝋
梅
、
か
す
か
な
緑
の
芽
生
え
を

も
つ
み
つ
ば
。作
者
は
心
の
と
き
め
き
を
感
じ
た
の
で
あ
ら
う
。自
然
に
対
す
る
心
根
の
や
さ
し

さ
の
表
れ
た
詠
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
評
：
竹
下
妙
子
） 

短
歌白

根
山
次
は
新し

ん
も
え

燃
岳
二
月
果
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
夢む
し
ん真

　
白
根
山
の
突
然
の
噴
火
　
新
燃
岳
も
侮
る
な
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩 詩元

旦
に
座
し
て
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
西
幸
一

東
を
見
　
座
し
て

南
東
の
夷
守
岳
の
裾
に

光
輝
く
朝
陽
を
目
に
す
る

軒
先
の
吊
る
し
柿
と

太
陽
に
目
線
は
重
な
り

下
か
ら
少
ぉ
し
づ
つ
　
目
は
追
う

柔
ら
か
ぁ
な
陽
光
を
随
行
し

ゆ
っ
く
り
と
陽
は
昇
る

西
側
に
傾
斜
す
る
屋
根
に

昨
夜
降
っ
た
強
い
霜
も

同
じ
陽
を
受
け
融
和
す
る

我
も
又
　
初
春
の
柔
ら
か
な

陽
光
の
刺
激
に
魅
了
さ
れ

穏
や
か
な
日
々
の

糸
口
を
模
索
し
な
が
ら
起
立

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

● 日時＝3月31日（土）
午前10時～午後8時（夜桜
花火：午後7時30分予定）
● 場所＝小林市細野 牧場
桜並木通り特設会場
● 内 容 ＝ 物 産 展「さ く ら

市」、ス テ ー ジ イ ベ ン
ト（ダンス・演奏ほか）、
夜桜花火、キッズコー
ナー、花苗配布、スケッ
チ大会など

※午前9時～午後9時まで
交通規制

まきばの桜まつり2018
小林市えびの

 えびの市観光協会
　☎35-3838

 まきばの桜まつり実行委員会事務局（小林市観光協会）
　☎22-8684

● 日時＝3月18日（日）
● 場所＝香取神社・天宮神社
● 内容＝五穀豊穣を願う祭りです。香取神社と天宮神社

を行き来して、狂言などが行われます。

打植祭

鳥が好きでない人が鳥類学者になった？この人は何者なの
か。鳥類学者はどんな人で、どんな研究をしているのか

…。そんな疑問にユーモアを交えた文章で答えながら、生物
学の一分野としての鳥類学を紹介しています。
　自然の中で調査を重ねながら、まだ知られていなかった鳥
の生態の新発見に結びつくその一連の仕事が面白いと感じて
しまう一冊です。

鳥類学者だからって、
鳥が好きだと思うなよ。

川上和人／著
（新潮社）

山に、色とりどりの大漁旗がひるがえりました。看板に
は「森は海の恋人植樹祭」と記されています。よごれて

しまった海を元気な海にとりもどしたいと、気仙沼湾でカ
キの養殖をしている漁師さんたちが、落葉広葉樹を植えは
じめたのです。多くの種類の木を植えると、多くの種類の
虫や鳥、動物たちが森にやってきます。森でつくられる養
分を、川が海に運び、海の森をそだてるのです。その仕組
みがこの本にわかりやすく書かれています。

山に木を植えました

スギヤマカナヨ／著
（講談社）

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉センター」
⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎3月のスケジュール
月間行事

1 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
2 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
3 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
5 月 休館日
7 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15

ブックスタート（1歳児に絵本配布）
9 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

10 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
12 月 休館日
14 水 移動図書館車巡回③ 13：15 ～ 15：15
15 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
16 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
17 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
19 月 休館日
20 火 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
23 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

パン・野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00
移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

24 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
25 日 第2回文化のもりもり市場 10：00 ～ 15：30
26 月 休館日
28 水 館内整理日

◎お知らせ

第2回文化のもりもり市場
●日時＝3月25日（日）午前10時～午後3時30分
●会場＝えびの市文化の杜
●内容＝マルシェ（ミスタードーナツ・白たいやき・手
づくりパン工房菜の花堂 他）、アトラクション（クイズ
ラリー・ストラックアウト）※参加無料、上映会「大決
戦！超ウルトラ8兄弟」（観覧無料）、フリーマーケット

（出店料無料、定員9店舗、要申し込み）

○偉人の命日366名言集　久恒 啓一 著　日本地域社会研究所　
○15歳のコーヒー屋さん　岩野 響 著　KADOKAWA
○バカ論　ビートたけし 著　新潮社
○いのち　瀬戸内 寂聴 著　講談社
○ダニのはなし　島野 智之・高久 元 編　朝倉書店

◎「最近入ったお勧め本」

講演会「島津家の陣頭に立ちつづけた生涯」
●日時＝3月25日（日）午後1時30分～午後3時
●会場＝えびの市文化センターホール
●定員＝500人
●講師＝桐野 作人 氏
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生
後
間
も
な
い
乳
児
の
栄
養
は
お
乳

や
ミ
ル
ク
で
始
ま
り
、
離
乳
食
を
経
て
、

1
歳
半
ご
ろ
に
な
る
と
大
人
と
同
じ
よ

う
に
食
事
だ
け
で
栄
養
を
取
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
幼
児
は
胃
の
大
き
さ
が
小

さ
い
の
で
一
度
に
た
く
さ
ん
の
量
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。成
長
に
必

要
な
栄
養
を
補
う
た
め
に
は
「
間
食
」

が
必
要
で
す
。間
食
と
い
う
と
菓
子
や

ジ
ュ
ー
ス
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
幼
児

期
に
は
砂
糖
を
多
く
含
ん
だ
食
べ
物
は

す
す
め
で
す
。

　

ま
た
、
幼
児
期
の
食
事
で
砂
糖
と
同

じ
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
の
が
塩
分
で

す
。塩
分
を
と
り
す
ぎ
る
と
腎
臓
に
負

担
が
か
か
り
ま
す
。薄
味
を
基
本
と
し
、

塩
分
の
多
い
漬
物
や
加
工
食
品
等
は
与

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

幼
児
期
は
身
長
や
体
重
が
増
え
る
と

と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
内
臓
が
成
長
す
る

時
期
で
す
。小
さ
い
こ
ろ
か
ら
身
体
の

成
長
を
考
え
た
食
生
活
を
送
る
こ
と
が

将
来
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
文
：
市
健
康
保
険
課 

中
原
栄
養
士

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

生
活
習
慣
病
予
防
は
幼
児
期
か
ら

お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
。幼
児
期
は
す

い
臓
で
作
ら
れ
る
血
糖
を
下
げ
る
イ
ン

ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が

十
分
で
は
な
い
か
ら
で
す
。ち
な
み
に
、

1
歳
半
ご
ろ
の
1
日
の
砂
糖
摂
取
量
は

5
ｇ
で
す
が
、
乳
酸
菌
飲
料
80
㎖
に
は
、

10
ｇ
の
砂
糖
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

幼
児
期
は
身
長
が
一
気
に
伸
び
る
時

期
で
す
。そ
の
成
長
に
必
要
な
栄
養
を

多
く
含
む
食
品
と
し
て
、
牛
乳
や
乳
製

品
な
ど
と
、
イ
モ
類
や
果
物
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
が
間
食
と
し
て
は
お

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

警察署が移転します

インフルエンザ対策を

インフルエンザは、発熱、頭痛、関節痛等の全身

症状が突然現れ、特に、子どもや高齢者、基

礎疾患のある人は重症化する可能性が高いと言われ

ています。今年は、A 型・B 型の両方に感染する特徴

があります。予防接種で感染を防ぎましょう。

　予防接種は、発症を減らすため、発症しても重症

化する割合を減らすために行うものです。しかし、

効果が出るまでには接種後 2 週間かかると言われて

います。毎年早めの予防接種を心掛け、手洗い・う

がいをしっかり行いましょう。

え び の 警 察 署 は 、2 月 2 5 日 正 午（ 窓 口 業 務 は 、
2 月 2 6 日 午 前 8 時 3 0 分 ）か ら 、飯 野 高 等 学

校 前（ 南 側 ）に 移 転 し 、業 務 を 開 始 し ま す 。
　 新 庁 舎 は 、段 差 の な い 構 造 で バ リ ア フ リ ー 化
し て い ま す 。ま た 、エ レ ベ ー タ ー や 多 目 的 ト イ
レ 、高 齢 者 専 用 の 駐 車 枠（ 前 進 で 駐 車 し 、前 進 で
発 進 で き る ）を 設 置 す る な ど 、利 便 性 を 考 慮 し
た 市 民 の 皆 さ ん が 利 用 し や す い 庁 舎 と な っ て い
ま す 。

【 所 在 地 】え び の 市 大 字 原 田 3 1 0 0 番 地 1

1月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 12件
救 急 74件 年 計 722件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

1月の交通事故発生状況
人 身 9件 本年累計 9件
物 件 31件 本年累計 31件
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市
社
会
福
祉
協
議
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は
、
在

宅
で
介
護
を
し
て
い
る
家
族
の
皆
さ
ん

に
「
介
護
者
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つ
ど
い
（
和
み
の
会
）」

を
回
覧
版
等
で
呼
び
か
け
、
日
頃
の
悩

み
や
体
験
を
交
換
し
合
い
、
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
つ
ど
い
を
年
に
数

回
開
催
し
て
い
ま
す
。（
介
護
保
険
の

介
護
度
は
問
い
ま
せ
ん
。）

　

内
容
は
、
室
内
で
行
う
も
の
の
体
験

（
体
操
、
ゲ
ー
ム
、
ミ
ニ
演
奏
会
鑑
賞
、

小
物
つ
く
り
、
介
護
の
工
夫
な
ど
）
や
、

温
泉
や
花
見
な
ど
の
バ
ス
ツ
ア
ー
等
で

す
。

　

参
加
し
た
家
族
か
ら
は
「
普
段
言
え

な
い
こ
と
も
こ
こ
で
は
話
せ
た
こ
と

が
何
よ
り
の
息
抜
き
に
な
り
ま
し
た
」、

「
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
が
自
分

だ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
」
な
ど
の
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

　

在
宅
介
護
は
長
期
戦
で
す
。
日
々
、

介
護
へ
の
葛
藤
が
あ
っ
た
り
悩
ん
だ
り

か
と
思
い
ま
す
。こ
の
会
は
そ
う
い
っ

た
介
護
者
の
皆
さ
ん
へ
の
「
ひ
と
時
の

息
抜
き
」
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
3
月
中
旬
ご
ろ
に
計
画
し

て
い
ま
す
。回
覧
等
で
案
内
が
回
っ
て

き
た
際
は
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
文
：
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

「
介
護
者
の
つ
ど
い
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か

あんしんねっと

が
多
い
こ
と
も
男
性
を
取
り
巻
く
問
題

の
一
つ
で
す
。
自
殺
の
原
因
は
経
済
・

生
活
問
題
、
勤
務
問
題
な
ど
か
ら
悩
み

が
生
じ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
男
は
弱
音
を
吐
く
も
の
で
は
な
い
」

と
い
っ
た
意
識
が
、
働
き
方
で
悩
む
男

性
を
自
殺
へ
と
追
い
込
ん
で
し
ま
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

男
だ
か
ら
と
い
っ
た
、
役
割
分
担
意

識
の
解
消
や
働
き
方
の
見
直
し
を
す
る

こ
と
で
、
女
性
は
も
ち
ろ
ん
、
男
性
に

と
っ
て
も
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を

築
い
て
い
け
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

 

　
　
　
文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画

　

男
女
共
同
参
画
は
「
女
性
の
問
題
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。実
は

「
男
性
の
問
題
」
で
も
あ
る
の
で
す
。夫

は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き

で
あ
る
と
い
っ
た
固
定
的
性
別
役
割
分

担
意
識
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
人
々

の
意
識
の
な
か
に
形
作
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
意
識
は
、
時
代
と
と
も
に
変

化
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
根

強
く
残
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
男
性
は
長
時
間
労
働
、
女
性
は
家

事
・
育
児
」
と
い
う
仕
組
み
は
、
日
本
の

経
済
成
長
を
支
え
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
一
方
、
家
庭
や
地
域
か
ら
男
性
の
居

場
所
を
奪
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

平
成
28
年
度
の
男
性
の
育
児
休
業
取

得
率
は
3
・
16
％
で
す
。
育
児
に
積
極

的
に
関
わ
り
た
く
て
も
、
職
場
の
育
児

休
業
を
取
り
づ
ら
い
雰
囲
気
や
周
囲
の

同
僚
へ
の
配
慮
で
、
取
得
で
き
な
い
と

い
う
現
状
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
働
き
盛
り
の
男
性
に
自
殺
者

中部在宅介護支援セン
ター職員
坊野美智子（ぼうのみ
ちこ）さん
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母子・父子自立支援員を募集します

　市では、母子・父子自立支援員を募集します。
【募集人員】1人
【業務内容】ひとり親家庭等の相談対応、自立に必要な情

報提供および指導、職業能力の向上および求職活動に関
する支援等

【勤務時間】午前9時～午後4時（月曜～金曜）、月18日
※祝日を除く。

【勤務場所】市福祉事務所
【報酬】6,460円（日額）
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【資格要件】問いません。ただし、社会福祉士や精神保健

福祉士、これらに準ずる資格があれば優先します。
【雇用期間】4月1日～平成31年3月31日
【申込期限】3月9日（金）
【申込方法】市様式の履歴書を市福祉事務所子育て支援

係に直接、または郵送（3月9日必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は市福祉事務所にあります。

【選考方法】書類選考および面接
※面接日時については、後日申込者に連絡します。
申・問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-3738（直通）

えびの市体育協会
職員（事務業務）募集

　えびの市体育協会では、事務業務を行う職員を募集し
ます。

【募集人員】1人
【業務内容】経理事務、加盟団体の連絡調整等
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）

※業務の内容によっては、夜間・休日等の勤務があります。
【勤務場所】市社会教育課内
【適任要件】スポーツ振興に関する職務を行うのに必要

な熱意と能力を持つ人
【報酬】131,000円（月額）
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【雇用期間】4月1日～平成32年3月31日

【申込期間】2月21日（水）～ 3月9日（金）
【申込方法】市様式の履歴書を市社会教育課に直接、また

は郵送（3月9日必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は市社会教育課にあります。

【選考方法】書類選考および面接
※面接日時については、後日申込者に連絡します。
申・問えびの市体育協会（市社会教育課内）
☎35-3719（課直通）

参加しませんか
「霧島ジオパーク市民講座」
　市では、えびのガイドクラブと共に、霧島ジオパーク
市民講座「火山のそばで生きるということ」を開催しま
す。ぜひ、ご参加ください。

【開催日】3月11日（日）
【時間】午後1時30分～
【場所】グリーンパークえびの（シアタールーム）
【参加費】無料 ※申し込みも不要です。
【講師】霧島市役所職員　石川 徹 氏
問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

「シバフ de フリマ 5」を開催します

　若者プロジェクトMAIKAでは、「シバフ de フリマ 5」
を開催します。フリーマーケットの他、働く車の展示、
ふわふわピエロ、飲食店の出店などもあります。ぜひ、
ご来場ください。
　開催にあたり、フリーマーケットの出店者を募集して
います。

【開催日】3月11日（日）
【時間】午前10時～午後4時
【場所】えびの市国際交流センター前広場
【内容】フリーマーケット（古着、アクセサリー、ゲーム

機などの家庭で眠っているもの）
【出店数】50店舗
【申込期限】3月2日（金）※50店舗に達し次第締め切りま

す。
【申込方法】申込用紙に必要事項を記入のうえ、市社会

教育課に直接、またはファクス、郵送（ 3月2日消印有効）
で提出してください。
※申込用紙は市社会教育課にあります。
　詳しくは、市社会教育課にお問い合わせください。
　また、MAIKAでは、メンバーの募集を行っています。
一緒にえびの市を盛り上げたい等、MAIKAの活動に興味
のある人はご連絡ください。
申・問市社会教育課 社会教育係
☎35-3719（課直通）/FAX 35-2224

市民環境課
臨時職員（一般事務）募集

　臨時職員（一般事務）を募集します。
【募集人員】1人
【業務内容】市民環境課生活環境係に係る事務補助
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）

※祝日を除く。
【勤務場所】市民環境課
【賃金】5,900円（日額）
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【雇用期間】4月1日～平成31年3月31日
【申込期限】3月9日（金）
【申込方法】市様式の履歴書を市民環境課生活環境係に

直接、または郵送（3月9日必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は市民環境課にあります。

【選考方法】書類選考および面接
※面接日時については、後日申込者に連絡します。
申・問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

市会計課
パート職員募集

　パート職員を募集します。
【募集人員】1人
【業務内容】会計書類の集計・整理（パソコン入力あり）

【勤務時間】午前9時～午後4時（月曜～金曜）※祝日を除
く。

【勤務場所】市会計課
【賃金】760円（時給）
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【雇用期間】4月1日～平成31年3月31日（継続あり）
【申込期限】3月9日（金）
【申込方法】市様式の履歴書を市会計課に直接、または郵

送（3月9日必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は市会計課にあります。

【選考方法】書類選考および面接
※面接日時については、後日申込者に連絡します。
申・問市会計課 出納係
☎35-3723（直通）

市健康保険課
臨時職員（特定健診等事務）募集

　臨時職員（特定健診等事務）を募集します。
【募集人員】1人
【業務内容】特定健康診査等の事務補助
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）

※祝日を除く。
【勤務場所】市健康保険課
【資格要件】正看護師・准看護師または保健師
【適任要件】・基礎的なパソコン入力ができる人
・［看護師］実務経験を有する人
・［保健師］保健指導（食事指導・生活指導）できる人

【賃金】［看護師］6,500円（日額）［保健師］6,800円（日額）
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【雇用期間】4月1日～平成31年2月28日
【申込期限】3月16日（金）
【申込方法】ハローワークで申し込むか、市様式の履歴書

を市健康保険課医療保険係に直接、または郵送（ 3月16
日必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は市健康保険課にあります。

【選考方法】書類選考および面接
※面接日時については、後日申込者に連絡します。
申・問市健康保険課 医療保険係
☎35-3742（直通）
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飯 野 高 等 学 校 の グロ ーカル 学 習 発 表 会 の 取 材 に 行
きました 。発 表 者 の ほ と ん ど が「 自 分 が 積 極 的 に

なった 」と言っていました 。発 表する態 度 は堂々たるもの
で 素 晴らしい 発 表 会でした 。（ 東 ）

雪 がちらつく中、京 町 二日市 に 行 きました 。たくさん
の露 店 の 誘 惑 に負けてついつい買いすぎ てしまい

ました 。今 年 の目標 はダイエットなのに…。（ 久保 田 ）

人　口 18,691人（前月比-52人）

男性／ 8,800人（ -25人）　女性／ 9,891人（ -27人）

転入／ 29人　転出／ 34人
出生／ 4人　死亡／ 51人

世帯数 8,483世帯（前月比-21世帯）
（平成30年2月1日現在）

E
d
ito

r's

・平日（夜間を含む）に開催される会議（年3 ～ 4回程度）
に出席できる人

【申込方法】申込書に必要事項を記入のうえ、市総務課人
権啓発室まで郵送、ファクス、電子メール、または直接
持参してください。
※申込書は、市総務課人権啓発室で取得するか、市ホー
ムページ（http://www.city.ebino.lg.jp/ ）からダウンロー
ドしてください。

【申込期間】2月23日（金）～ 3月16日（金）
【選考方法】書類選考

※個人情報は、保護・管理に十分留意し、委員の選考以外
に使用することはありません。
申・問市総務課 人権啓発室
☎35-3711（課直通）/FAX 35-0401
Eメール somu@city.ebino.lg.jp

市美化センター
臨時職員（作業員）募集

　市美化センターの臨時職員（作業員）を募集します。
【募集人員】1人
【業務内容】ごみ収集および場内整備・不法投棄の回収（草

刈機・チェーンソー・モア等を使用）、監視
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（土日の勤務があ

ります）
【資格要件】フォークリフト、または車両系建設機械運転

技能講習修了証があれば優遇
【賃金】7,000円（日額）
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【雇用期間】4月1日～ 7月31日
【申込期限】3月9日（金）
【申込方法】市様式の履歴書を市美化センターに直接、ま

たは郵送（3月9日必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は、総務課または市美化センターにあり
ます。
※資格・免許証の写しを添付してください。

【選考方法】書類選考および面接
※面接日時については、後日申込者に連絡します。
申・問市美化センター
☎33-5782

真幸出張所
臨時職員（一般事務）募集

　真幸出張所の臨時職員（一般事務）を募集します。
【募集人員】1人
【業務内容】戸籍、住民票、税証明書交付業務等
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）

※祝日を除く。
【勤務場所】真幸出張所
【資格要件】パソコン入力（ワード・エクセル）ができる

人
【賃金】5,900円（日額）
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【雇用期間】4月1日～平成31年3月31日
【申込期限】3月9日（金）
【申込方法】市様式の履歴書を真幸出張所に直接、または

郵送（3月9日必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は真幸出張所にあります。

【選考方法】書類選考および面接
※面接日時については、後日申込者に連絡します。
申・問真幸出張所
☎37-1111

◎ 今月の 表 紙
　 2 月3 日・4 日 に 行 わ れ た 京 町 二 日

市。真 幸 出 張 所 駐 車 場 で は、えび の 駐

屯 地 の 特 殊 車 両 や 装 備 品 の展 示 が 行

わ れ 、子どもたちが 体 験 をして 楽し ん

で いました 。

九州脊梁山地シカ広域一斉捕獲が
行われます

　えびの市を含む宮崎・鹿児島・熊本・大分・福岡県の5県
および各市町村合同で春期のシカ一斉捕獲を実施します。
期間中の入山等については十分ご注意ください。市民の
皆さんのご協力をお願いします。

【一斉捕獲期間】3月18日（日）～ 25日（日）
【一斉捕獲日】3月18日（日）、25日（日）
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

ごみの分別について勉強してみませ
んか

　ごみステーションに残されているルール違反ごみや、
ごみの分別についてお問い合わせがあります。
　市美化センターでは、ごみの分別について出前講座を
行っています。分別について勉強したい団体（自治会・企
業等）は、市美化センターまでご連絡ください。出前講
座の申請方法等について説明します。
問市美化センター
☎33-5782

サトイモの作付けの前に確認を

　サトイモの作付け時期を迎えます。近年、疫病の発生
が続いています。疫病対策は基本技術の積み重ねです。
　作付け前後は、次のことに気を付けましょう。
■前年作のサトイモの片付け

　種芋に使わないサトイモが残っているほ場はありませ
んか？放置株からの萌

ほ う が

芽を防ぐため、株を持ち出し、ロー
タリーを複数回かけ、残りかすを分解しましょう。
■くず芋の適正処分
　親芋やくず芋は病気の発生源となるので、廃棄する時
は栽培ほ場から離れた場所で行い、土中に埋めるか、ビ
ニールで被覆しましょう。
■種芋の選別・消毒
　種芋は選別、水洗し、水に沈んだ芋を使うようにしま
しょう。種芋の消毒は、農薬のラベルを確認し、適正に
行いましょう。
　詳しくは、JAえびの市農産園芸課または西諸県農業
改良普及センターへお問い合わせください。
問JAえびの市 農産園芸課
☎33-5756
問西諸県農業改良普及センター
☎23-5105

えびの市男女共同参画推進審議会
委員を募集します

　市では、男女共同参画推進について、市民の皆さんの
意見を取り入れるため、えびの市男女共同参画推進審議
会委員として会議に出席できる人を募集します。

【募集人員】若干名
【任期】2年間
【申込資格】・男女共同参画の推進に関する本市の施策に

理解・関心のある人
・市内に居住または通勤、通学する18歳以上の人（国籍
は問いませんが、日本語を理解できる人）

・国または地方公共団体の議員および常勤の公務員でな
い人

今月の納税

固定資産税 第4期
国民健康保険税 第8期
後期高齢者医療保険料 第8期
介護保険料 第6期
2月28日（水）までに納めましょう。
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ヤマガラ

え
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ド
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地
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て
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と
こ
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え
を

動
き
ま
わ
る
小
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ち
に
出
会
い
ま
し

た
。
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野
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く
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混
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ラ
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叩
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ヤ
マ
ガ
ラ
は
、
ノ
カ
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ド
ウ
の
樹
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の
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間
を
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ん
に
突
い
て
い
ま
し
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。

昆
虫
や
隠
し
て
お
い
た
木
の
実
を
探
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
好
奇
心
が
強

く
、
人
の
近
く
に
寄
っ
て
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る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
昔
は
お
み
く
じ
を
引
く
芸

も
さ
せ
て
い
た
そ
う
で
す
。
数
が
多
く
、

色
が
目
立
ち
、
観
察
し
や
す
い
ヤ
マ
ガ

ラ
。
野
鳥
を
覚
え
る
最
初
の
種
類
と
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て
は
ぴ
っ
た
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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ー
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写真：ヤマガラ（撮影：平成29年1月11日）

好奇心が強く、昔は芸もした野鳥

ヤマガラ
Parus varius スズメ目 シジュウカラ科


